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最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm） 最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm）

本 年 21.2 15.6 18.4 124.5 23.3 17.5 20.6 174.5
平 年 20.7 14.3 17.5 113.5 23.0 16.8 19.9 134.9

平年との差 ＋ 0.5 ＋ 1.3 ＋ 0.9 ＋11.0 ＋ 0.3 ＋ 0.7 ＋ 0.7 ＋39.6

4　　月3　　月

面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量 面積 単収 生産量

（a) (kg/10a) t （a) (kg/10a) t （a) (kg/10a) t （a) (kg/10a) t （a) (kg/10a) t
今期(H30/31) 13,907 6,178 8,592 8,565 5,918 5,069 14,935 4,288 6,404 93,121 4,403 41,003 130,528 4,679 61,068

H29/30 19,535 7,616 14,879 8,392 6,390 5,362 14,157 4,944 6,999 99,860 5,267 52,597 141,944 5,625 79,837
前 期 と の 差 -5,628 -1,438 -6,287 173 -472 -293 778 -656 -595 -6,740 -864 -11,594 -11,416 -946 -18,769 

H28/29 26,633 8,796 23,428 11,124 7,491 8,333 14,682 6,325 9,287 89,467 6,124 54,787 141,906 6,753 95,834

夏　植 秋　植 春　植 　株　出 合　計作

型
各 年

対前年比 トラッシュ率 工場歩留
（％） （％） （％）

今期(H30/31) 104.6 10.35 11.45

H29/30 88.2 7.11 10.29

H28/29 103.3 9.36 12.19

20,126

39.0 48.7 22,825

21,05140.0 40.9 19.1

77.8

12.3

18.0 4.2

買入糖度
（％）

糖度帯　（％）
基準以下

12.19

14.29

平均買入価格
（交付金込）基準内 基準以上

13.33
各 年

項 目

さとうきびの買入糖度・買入価格・トラッシュ率・歩留の推移◆◆◆ ◆◆◆

収 穫 面 積 ・ 生 産 量 の 推 移◆◆◆ ◆◆◆

製糖終了の御挨拶
生 和 糖 業 株 式 会 社

取締役工場長 肥後 剛



※抵抗性品種を植付ける。
※採苗時にベント－レ等の薬剤や
 　消石灰等で予防する。
※病害が発症したら迅速に除去
　 処理をする。

スミチオン乳剤

プリンスベイト、　ダントツ粒剤
アドバンテージＳ粒剤

サムコルフロアブル10
オンコルＯＫ粒剤、プレバソン粒剤
プリンスベイト、アドバンテージＳ粒剤
スミチオン乳剤

スミチオン微粒剤、スミチオン乳剤
ダントツ粒剤

害虫名 写真 農薬名　　

ハリガネムシ類

メイチュウ類
（イネヨトウなど）

チンチバック
（カンシャコバネナガカメムシ）

カンシャワタアブラムシ

①健全な芽をもつ苗を準備する。
②植付前に水または石灰水（500倍液）に12時間程度浸漬し、発芽を促進する。
　（植付直後の夕方散水で出芽向上を図る）
③目標発芽数（m当り春植8本、夏植6本（畦幅120㎝の時）を確保する。
　（欠株は、萌芽状況を見てすみやかに補植する）
④補植用苗を準備する。
⑤次年度用の採苗ほを準備する。

茎葉処理剤雑草茎葉に散布）の使用量と対象雑草

10a当りの使用量除草剤名
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タチアワユキ
センダングサ

メヒシバ タチスズメノヒエ ノゲシ カタバミ ハマスゲ

アージラン液剤

２、４－Dアミン塩

センコル水和剤

シャドー水和剤

薬剤　800～1000㎖
水量　 　150～200ℓ

薬剤　  300～500ｇ
水量     100～150ℓ

薬剤　  100～150ｇ
水量  　　　　   100ℓ

薬剤　  100～200ｇ
水量   　　　　  100ℓ

気象庁は、異常気象をもたらすエルニーニョ現象が今夏まで続く可能性が７０％と高いとし、「集中豪雨など大雨のリスクは

例年より高い」と警鐘を鳴らす。甚大な被害をもたらした過去の集中豪雨は、６月末から７月に発生している。

刻々と変わる気象情報は、こまめにチェックしょう。今日、明日の天気予報だけでなく、長期的な情報を自ら「取りに行く」と

いう意識が重要だ。農家は気象情報をさとうきびの管理や植付時期などの経営に生かすべきだ。


